
仕分対象事業名（個別事業名） 成人のつどい事業

担当部・課名

担当名

こどもみらい部青少年課

青少年担当

昭和27年度事業開始年度

 成人に達したことを、当事者と共に祝し、記念し、社会人としての自覚と責任を促し、コミュニ
ティー及び社会を担う一員となってもらうため。

根拠法令

中事業名

総合計画上の位置付け（分野名）

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象

に）

■業務委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：毎年プロポーザル方式で選定 ）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　     　　実施主体：  　　　 　　　）

□直接実施

実施方法

　成人のつどいは、２部構成で行い第１部は、式典として市長、教育委員長、市議会議長から成人へ
メッセージや祝辞をいただき、第２部は、アトラクションとして恩師からのビデオレター、芸人ライ
ブショウ、抽選会を実施しています。
市内の市立・私立中学校からの推薦及び自己推薦により、成人に達する成人から実行委員会を組織

事業シート（概要説明書）

育成事業

青少年育成

年度中に成人に達した市内在住の青年

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　　）

目　的
（何のために）

事業内容

事業番号1-4

0

2,280

Ｈ２０(決算)

人件費内訳

－
事業費

（財源内訳・
単位千円）

2,280

Ｈ１９(決算)

平成２２年度予算の財源内訳

要

2,319

2,240

千円

平成２２年度

0.2

事業の必要性

市内の市立 私立中学校からの推薦及び自己推薦により、成人に達する成人から実行委員会を組織
し、８月から１２月にかけて実行委員会を夜１０回程度実施し、彼らの企画に基づき、成人のつどい
を準備・実施している。
準備や当日の進行の管理・運営については、プロポーザル方式で選定した民間業者に業務委託してい
るが、当日の舞台袖のカゲマイク、壇上の司会進行等役割を実行委員で決め自分たちの手で成人のつ
どいを進行していく。
　また、委託業者の選定においても、実行委員会の意向が反映されるように工夫している。

　鎌倉に育った青年が成人の日に一堂に会して、お互いの成長を喜び祝う場を提供するもので、参加率も高く
（平成２２年参加率７６．８％）、両親からの問い合わせも多く市民の期待が大きいことが窺われる。

平均人件費
×従事職員数

従事職員数

総　計

事業費

人件費

千円4,215

1,935
コ
ス
ト

－

2,280 職員構成

千円 担当正職員 千円

事業内容
（手段、手法な

ど）

年　度

－

国補助金

事業費の負担割合

0

県補助金

一般財源

0

平成２２年度
事業費内訳

－

 成人のつどい事業委託　　 1,800,000円　委託内容　アトラクション企画管理　950,000円  当日飲食代　　　　　　　 50,000円
 成人のつどい実行委員謝礼 　125,000円　　　　　　プログラム印刷　　　　　180,000円  ビデオレター制作費　　　250,000円
 成人のつどい手話通訳謝礼 　　9,600円　　　　　　看板作成　　　　　　　　190,000円  委託業者制作費　　　　　300,000円
成人の どい補助要員謝礼 29 000円 飾り花代 30 000円 値引き ▲280 714円

Ｈ２２(予算)

総　額

Ｈ２１(決算見込) 2,222 起債

1,935 人

臨時職員他 千円 人

事業費内訳  成人のつどい補助要員謝礼　　29,000円 　　　　　飾り花代 　　　　　　　 30,000円  値引き　　　　　　　  ▲280,714円
 芸術館使用料　　　　　　 　316,000円　　　　　　アルバイト人件費　　　　 45,000円
 　　　　　　合計　　　   2,279,600円
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2

【成果指標名】/　年度実績・評価

成果目標
（現状の成果及び今
後どのようにしたい
か、定量的な評価で

示す）

実行委員の意見を反映して内容の充実を図り、
より魅力的な成人のつどいにして、成人のつどい対象者の参加率を上げていく。

1,405

Ｈ２１年度

千円

参加人数

単位当りコスト
（事業費/活動指標）

【活動指標名】/　年度実績・評価 単位

対象人数 人

事業費　／　参加人数

参加率

2

1,391 1,355

Ｈ２０年度

1,040

Ｈ２０年度

実施会場 1 1

2

80.64

Ｈ２１年度

74.10 76.80％

単位 Ｈ１９年度

1,031

Ｈ１９年度

人
活動実績

会場

1,133

1

成果実績
（成果指標の目標達

成状況等）

比較参考値
（他自治体での類似
事業の例など）

事業の自己評価
(今後の事業の方向
性、課題等)

　平成21年度　成人のつどい実績
　　　  【該当者数】 【費用】 【参加率】　【行事内容】
　横浜市　34,443人　19,784千円　59.9％　　式典・白石康次郎講演会
　川崎市　12,735人　10,527千円　53.6％　　式典・ET-KINGライブショウ
　横須賀市 4,471人　 2,769千円　78.1％　　式典・市立高校吹奏楽部演奏・オペラ歌手独唱
　平塚市   2,660人　 4,180千円　71.6％　　式典・ビデオレター・抽選会
　藤沢市   3,869人　 4,322千円　64.9％　　式典・和太鼓・アニメソング歌手ステージ
　小田原市 1,943人　   496千円　53.7％　　式典・パフォーマンス（バンド・ダンス・劇など）
　茅ヶ崎市 2,141人　 1,500千円　72.7％　　式典・ビデオレター・バラエティショー

成人となった喜びを分かち合い育ててくれた方々への感謝の心を持つという目的は達して
おり、引き続き参加者の一生の記念として心に残る行事として、実行委員の考えを反映し
て実施していく。また、障害を持っている方がより参加しやすいようにしていく。

特記事項
(事業の沿革等)
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